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【手続補正書】
【提出日】令和3年8月10日(2021.8.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＭＩＣ－１化合物を含む、肥満の予防および／または治療剤であって、ＧＬＰ－１化合
物と同時に、別個に、または順次投与される、予防および／または治療剤。
【請求項２】
　前記ＭＩＣ－１化合物が、ＭＩＣ－１融合タンパク質である、請求項１に記載の予防お
よび／または治療剤。
【請求項３】
　前記ＭＩＣ－１融合タンパク質が、ヒト血清アルブミンと融合したＭＩＣ－１である、
請求項２に記載の予防および／または治療剤。
【請求項４】
　前記ＧＬＰ－１化合物が、セマグルチドである、請求項１に記載の予防および／または
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治療剤。
【請求項５】
　前記ＧＬＰ－１化合物が、リラグルチドである、請求項１に記載の予防および／または
治療剤。
【請求項６】
　前記ＭＩＣ－１化合物が、ヒト血清アルブミンと融合したＭＩＣ－１であり、前記ＧＬ
Ｐ－１化合物が、セマグルチドである、請求項３または５に記載の予防および／または治
療剤。
【請求項７】
　前記ＭＩＣ－１化合物が、ヒト血清アルブミンと融合したＭＩＣ－１であり、前記ＧＬ
Ｐ－１化合物が、リラグルチドである、請求項３または６に記載の予防および／または治
療剤。
【請求項８】
　前記ＭＩＣ－１化合物の投与量が、５～１０００ｎｍｏｌ／個体／注射である、請求項
１～７のいずれか一項に記載の予防および／または治療剤。
【請求項９】
　前記ＧＬＰ－１化合物の投与量が、０．３～５．０ｍｇ／個体／注射である、請求項１
～８のいずれか一項に記載の予防および／または治療剤。
【請求項１０】
　前記予防および／または治療剤ならびにＧＬＰ－１化合物が、皮下または経口投与され
るものである、請求項１～９のいずれか一項に記載の予防および／または治療剤。
【請求項１１】
　前記予防および／または治療剤が、１日１回、週に１回、または月に１回投与されるも
のである、請求項１～１０のいずれか一項に記載の予防および／または治療剤。
【請求項１２】
　前記ＧＬＰ－１化合物が、１日１回、週に１回、または月に１回投与されるものである
、請求項１～１１のいずれか一項に記載の予防および／または治療剤。
【請求項１３】
　肥満の予防および／または治療において使用するための、ＭＩＣ－１化合物およびＧＬ
Ｐ－１化合物を含む組成物。
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